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祝　

辞

　

本
日
、
こ
こ
に
合
併
六
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、

議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
相
良
村
は
、
旧
川
村
、
旧
四
浦
の
二
つ
の
村
が
一
つ
に
な
っ

て
、村
民
の
皆
様
の
大
き
な
期
待
の
も
と
に
、昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
、

世
帯
一
，五
四
〇
戸
、
人
口
八
，八
〇
九
人
を
持
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

合
併
以
来
、
今
日
ま
で
の
六
十
年
は
、
社
会
、
経
済
、
各
般
に
わ
た
っ

て
、
大
き
な
変
化
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
本
村
は
発
展
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
相
良
村
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
三
十
九
年
、
四
十
年
と
、

三
年
連
続
の
川
辺
川
大
洪
水
に
よ
り
、す
べ
て
の
村
道
橋
が
流
失
。
家
屋
、

水
田
等
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
激
甚
災
害
の
指
定
、
さ
ら
に
は
行
財

政
運
営
も
厳
し
く
、
国
の
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
、
国
、
県
の

支
援
の
も
と
、
財
政
再
建
と
共
に
災
害
復
旧
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
気
運
が
高
ま
り
、
当
時
の
建
設
省
は

四
十
一
年
七
月
に
川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画
を
発
表
し
、
更
に
四
十
七
年

に
川
辺
川
総
合
土
地
計
画
改
良
事
業
組
合
が
発
足
、
農
業
村
と
し
て
希

望
に
満
ち
た
大
事
業
で
し
た
。
五
十
三
年
に
は
役
場
庁
舎
の
完
成
、
そ

の
後
、
計
画
的
に
村
内
小
中
学
校
の
校
舎
お
よ
び
体
育
館
の
新
築
、
総

合
体
育
館
の
完
成
、
さ
ら
に
は
各
地
区
の
水
田
整
備
に
か
か
る
土
地
改

良
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。「
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
簡
易
水
道

と
農
業
集
落
排
水
が
完
成
。」
特
に
、
念
願
で
あ
っ
た
め
ぐ
り
観
音
橋
の

完
成
な
ど
、
村
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
基
盤
の
整
備
進
み
、

村
づ
く
り
の
基
礎
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
、
国
、
県
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
代
村
長
、
ご
来
賓

各
位
の
ご
努
力
と
、
村
民
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
に
の
べ
ま
し
た
が
、
特
に
こ
の
十
年
間
は
、
本
村
一
〇
〇
年
の
大

計
を
目
標
に
農
業
進
行
発
展
の
基
礎
と
な
る
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
休
止
、

更
に
は
北
部
利
水
事
業
の
一
部
廃
止
、
縮
小
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
時
代
に
、
本
村
に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
活
力
に
満
ち
た
相
良
村
の
創
生
に
向
け
て
、
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
分
権
改
革
の
も
と
、
地
方
創
生
と
し
て
村
民
の

自
主
生
と
し
た
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
我
々
の
役
割
も
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
、
村
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
合
併
六
十
周
年
の
歩
み
か
ら
、
先

人
が
築
き
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
文
化
や
、
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
村
民
憲
章
の
実
現
に
向
け
、
議
員
一
同
よ
り
一
層
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
日
、
村
制
発
展
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
各
位
の
ご
功
績
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
合
併
六
十
周
年
を
祝
し
、
相
良
村
の
ま
す
ま
す
の
発
展

と
本
日
ご
臨
席
の
皆
様
、
並
び
に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日

相
良
村
議
会　

議
長　

友
田　

政
春
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相良村議会議長
友田 政春

◇
平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
）

市
町
村
議
会
・
議
長
副
議
長
研
修
会

　

熊
本
市
自
治
会
館

◇
８
月
10
日
（
水
）

下
球
磨
町
村
議
会
・
議
長
副
議
長
研

修
会

　

錦
町
役
場

◇
８
月
17
日
（
水
）

　

郡
町
村
議
長
会

　

人
吉
市
球
磨
振
興
局

◇
８
月
18
日
（
木
）

　

人
吉
球
磨
文
化
祭
協
議
会

　

人
吉
ア
ク
ア
パ
ー
ク

◇
８
月
29
日
（
月
）・
30
日
（
火
）

　

九
州
治
山
治
水
協
・
期
成
会
総
会

久
留
米
市

◇
９
月
１
日
（
木
）

熊
本
県
体
、
人
吉
球
磨
実
行
委
員
会

　

錦
町
役
場

◇
９
月
２
日
（
金
）

　

郡
町
村
議
会
議
長
会

　

人
吉
市
球
磨
振
興
局

◇
９
月
５
日
（
月
）

　

議
会
運
営
委
員
会

◇
９
月
13
日
（
火
）
〜
21
日
（
水
）

　

九
月
定
例
議
会

◇
９
月
14
日
（
水
）

　

相
良
村
金
婚
夫
婦
表
彰
式
（
21
組
）

　

相
良
村
研
修
室

◇
９
月
22
日
（
木
）

　

北
嶽
神
社
例
大
祭

　

四
浦
晴
山
地
区

◇
９
月
23
日
（
金
）

下
球
磨
町
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

錦
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
９
月
25
日
（
日
）

　

南
北
小
学
校
体
育
祭

　

議
員
出
席

◇
９
月
28
日
（
水
）

　

仏
国
バ
レ
ン
タ
イ
ン
村
長
歓
迎
会

　

茶
湯
里

◇
10
月
11
日
（
火
）

　

臨
時
議
会
・
全
員
協
議
会

◇
10
月
13
日
（
木
）

　

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

菊
陽
町

県
・
議
会
へ
の
陳
情
（
国
道
四
四
五

号
早
期
改
良
）

　

県
庁

◇
10
月
14
日
（
金
）

　

郡
町
村
議
会
議
長
会

　

球
磨
振
興
局

◇
10
月
18
日
（
火
）
19
日
（
水
）

　

郡
町
村
議
長
会
陳
情
（
東
京
）

国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
県
選

出
国
会
議
員

◇
10
月
20
日
（
水
）

　

議
会
広
報
委
員
会

◇
10
月
21
日
（
金
）

県
町
村
議
長
会
理
事
会（
議
長
出
席
）

　

熊
本
市
自
治
会
館

◇
10
月
22
日
（
土
）
〜
23
日
（
日
）

相
良
村
合
併
六
十
周
年
記
念
式
典

（
産
業
文
化
祭
）

◇
10
月
24
日
（
月
）

　

県
町
村
議
会
議
長
会

　

熊
本
市
自
治
会
館

◇
10
月
25
日
（
火
）

郡
町
村
議
会
議
員
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

議
長
報
告

県の道路都市局長へ意見書提出

国道445号の道路改良を求める意見書（抜粋）
　９月定例議会に道路改良に関する意見
書を全会一致で可決、採決し全議員と共
に松田、緒方、両県議のご協力頂き、早
急に改良整備を要望した。特に今回の要
望は川辺地区での人身事故があり、県道
路都市局松永局長始め関係者の出席を頂
き、早急に安心、安全のため早急に対応
出来る様、要望しました。

平成28年10月13日　
相良村議会
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平成28年  第５回定例会報告

平成27年度一般会計及び特別会計の決算を認定
　平成28年第５回９月定例会が、９月13日から21日までの９日間の会期で開催され、健全化判断比率の報告等
３件、専決処分の承認１件、平成27年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、平成27年度一般会計
及び特別会計の補正予算５件、条例の一部改正等２件、発議４件及び請願１件が提案され、慎重に審議した結果、
原案どおり承認及び認定可決・採決しました。
　一般質問には７人が登壇し、村長の考えを質しました。

○承認第２号
　専決第２号、災害による被害者に対する村税及び国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例
の制定について、採決の結果、賛成全員で可決しました。

○認定議案・・・原案認定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計 一　　般 国　　保 簡易水道 農 集 排 介　　護 後期高齢者 合　　計

収入済額　A 3,456,413 807,706 92,536 258,207 644,485 51,165 5,310,512
支出済額　B 3,307,955 749,430 90,068 254,865 606,936 50,769 5,060,023
歳入歳出差引額
（A－B）　C 148,458 58,276 2,468 3,342 37,549 396 250,489

翌年度へ繰り越す
べき財源　D 40,037 0 0 0 0 0 40,037

実質収支（C－D）
　Ｅ 108,421 58,276 2,468 3,342 37,549 396 210,452

　議案第５３号　平成２８年度相良村一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれに7,417万5千円を追加し、総額34億607万3千円とする補正で、採決の結果、賛成全員で可
決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

国 庫 支 出 金 288,869 6,164 295,033 障害児通所給付費等
県 支 出 金 256,816 9,611 266,427 民生費補助金等
財 産 収 入 　　 13,574 　 　500 14,074 道路占用料
繰　 入　 金 169,519 30,125 199,644 財政調整基金繰入金
繰　 越　 金 81,353 27,067 108,420 繰越金
諸　 収　 入 8,940 708 9,648 農業者年金業務受諾手数料等
歳 入 合 計 3,331,898 74,175 3,406,073

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議　 会　 費 58,966 225 59,191 費用弁償等
総　 務 　 費 552,378 7,204 559,582 補助金等
民   生　 費 798,655 15,012 813,667 扶助費等
衛   生   費 260,963 420 261,383 子ども医療費等
農林水産業費 531,844 18,037 549,881 工事請負費等
商　 工 　 費 29,386 5,200 34,586 観光事業委託費
土　 木　 費 209,724 13,998 223,722 土地購入費等
消　 防 　 費 201,118 257 201,375 工事請負費
教　 育 　 費 378,814 13,822 392,636 武道場改修工事等
歳 出 合 計 3,331,898 74,175 3,406,073
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

９月定例会９月定例会
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９月定例会９月定例会
○報告案件
報告第２号　平成27年度株式会社さがら経営状況報告
報告第３号　健全化判断比率の報告
報告第４号　資金不足比率の報告

○承認案件
承認第２号　専決第２号、災害による被害者に対する村税及び国民健康保険税の減免に関する条例の一部を

改正する条例の制定

○認定議案・・・原案認定
認定第１号　平成 27 年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定
認定第２号　平成 27 年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
認定第３号　平成 27 年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定
認定第４号　平成 27 年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定
認定第５号　平成 27 年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
認定第６号　平成 27 年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

○条例議案・・・原案可決
議案第 52 号　相良村税条例等の一部を改正する条例の制定

○特別会計補正予算議案・・・原案可決
議案第 54 号　平成 28 年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
議案第 55 号　平成 28 年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号）
議案第 56 号　平成 28 年度相良村介護保険特別会計補正予算（第２号）
議案第 57 号　平成 28 年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）

○負担区分・・・原案可決
議案第 58 号　国営川辺川土地改良事業建設事業費の負担区分

○議員発議・・・可決
発議第１号　国道 445 号の道路改良を求める意見書
発議第２号　被災者生活再建支援法の改正を求める意見書
発議第３号　平成 28 年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書
発議第４号　行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意見書

○請願・・・採択
請願第１号　通学路（歩道）の拡幅、ガードレールの設置、自転車通行可に関する請願書

平成28年  第６回臨時会報告
～　観音橋護岸工事（２工区）　～

　平成28年第６回臨時会が、10月11日開催され、工事請負契約の締結について提案され、慎重に審議した結果、
原案のとおり可決しました。

○議案第59号　工事請負契約の締結について

　１．工　事　名　平成28年度　観音橋護岸工事（２工区）
　２．工 事 場 所　相良村大字川辺地内
　３．契　約　額　￥61,560,000円
　４．契約の相手　（株）白砂組
　５．契約の方法　指名競争入札　
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一 般 質 問

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
質
問
内
容
の
全
て
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

い
し
ま
す
と
の
通
達
が
届
い
て
い
る
が
、
他

の
地
区
で
も
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

平
川
地
区
以
外
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
は
現
時
点
で
は
無
い
。

神
社
の
拝
殿
改
修
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
土
地
の
払
い
下
げ

が
財
務
局
か
ら
来
た
が
土
地
の
買
い
取
り
に

つい
て
良
い
方
法
は
無
い
か
。

政
教
分
離
の
観
点
か
ら
村
で

神
社
敷
地
の
購
入
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

住
民
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ

り
文
化
財
保
護
、
維
持
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
の
で
再
度
土
地
購
入
の
買
い
上
げ
は
出
来

な
い
か
伺
う
。

裁
判
の
判
例
等
で
政
教
分
離
が

あ
る
が
、
法
解
釈
能
力
を
執
行
部
も
議
員

も
持
って
頂
く
事
を
考
え
れ
ば
、
約
束
は
出

来
な
い
が
村
が
買
って
払
い
下
げ
を
す
る
と
い

う
事
の
可
能
性
も
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
と

考
え
る
。

村 

長

農
地
法
に
お
い
て
違
法
と
な
る
の
で
会
社
が

作
業
委
託
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

晴
山
平
野
線
は
４
月
14
日
・

16
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
で

現
在
も
通
行
止
め
に
な
って
い
る
が
、
復
旧
、

開
通
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
伺
い
た
い
。

今
回
の
補
正
予
算
で
道
路
修

繕
費
を
計
上
し
て
お
り
、
10
月
末
を
目
途

に
復
旧
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
対
応
に
つ
い

て
は
崩
壊
が
進
行
し
な
い
よ
う
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
保
護
し
、
変
動
が
無
い
か
確
認
し
て
き

た
。

宅
地
の
地
割
れ
、
災
害
に
つ
い

て
の
修
繕
等
は
出
来
な
い
の
か
。
相
良
村
と

し
て
の
対
策
も
出
来
な
い
の
か
。

道
路
施
設
以
外
の
宅
地
等
に

関
し
て
は
、
出
来
な
い
状
況
で
あ
る
。
村
と

し
て
も
県
に
相
談
し
た
が
地
震
と
の
関
連
付

け
を
強
く
持
た
な
い
と
対
応
が
難
し
い
と
の

回
答
で
あ
る
。平

川
神
社
敷
地
が
財
務
局
の

土
地
で
あ
る
の
で
払
い
下
げ
を
お
願
い
し
た

い
。
出
来
な
い
場
合
は
建
物
の
撤
去
を
お
願

67
筆
の
農
地
利
用
設
置
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
事
業
費
は
４
０
０
万
円
県
と
村
が
２

分
の
１
助
成
、
８
５
１
万
円
が
国
か
ら
助
成

さ
れ
、
加
工
場
へ
は
６
，２
８
０
万
２
千
円
で
、

そ
の
内
５
千
万
円
が
交
付
金
と
な
って
い
る
。

最
初
の
年
度
は
ヤ
マ
ト
イ
モ

と
野
菜
の
作
付
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
他
の
農
家
に
よ
り
蕎
麦
や
飼
料
畑
ん
い
変

貌
し
て
い
る
。
会
社
と
し
て
は
、
経
営
方
針

を
変
え
ら
れ
た
の
か
。
又
、
今
後
、
ヤ
マ
ト

イ
モ
の
栽
培
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
事
に
な

れ
ば
会
社
は
村
と
の
約
束
と
は
違
う
事
か

ら
違
反
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
村
と

し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
の

か
。

経
営
改
善
計
画
を
見
な
が
ら
法

の
規
制
の
中
で
営
農
指
導
を
含
め
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
って
い
き
た
い
。

会
社
が
借
り
受
け
て
い
る
農

地
は
、
他
の
農
家
が
作
付
管
理
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
転
貸
で
な
く
会
社
の
経
営
の

中
で
作
付
管
理
を
行
わ
れ
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
の
か
。

利
用
権
設
定
し
た
農
地
を
農

業
委
員
会
に
通
さ
ず
、又
貸
し
す
る
こ
と
は
、

村
の
誘
致
企
業
「
肥
後
さ
が

ら
フ
ァ
ー
ム
」
の
開
設
当
初
か
ら
現
在
ま

で
の
経
緯
、
農
地
の
作
付
状
況
、
会
社
へ

の
投
資
額
を
伺
い
た
い
。

平
成
23
年
10
月
に
熊
本
県
企

業
参
入
支
援
課
よ
り
（
株
）
フ
ー
ド
ワ
ー
ク

ス
の
相
談
を
受
け
高
原
台
地
の
視
察
、
11

月
に
は
山
梨
県
の
圃
場
、
東
京
の
加
工
場
を

県
・
村
職
員
で
視
察
。
24
年
１
月
か
ら
３

月
ま
で
候
補
地
の
検
討
、
５
月
に
約
14ａ
に

ヤ
マ
ト
イ
モ
の
試
験
栽
培
開
始
。
９
月
10
日

（
株
）「
肥
後
さ
が
ら
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
。

平
成
26
年
２
月
27
日
約
10
万
６
，２
８
０
㎡
、

「
肥
後
さ
が
ら
フ
ァ
ー
ム
」の
状
況
は

経
営
改
善
計
画
を
見
て
い
き
た
い

ＱＡ

平
川
神
社
敷
地
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て

Ｑ

村 

長

髙
岡
議
員

髙岡　重盛議員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

平川阿蘇神社改修を待つ

産
業
課
長

産
業
課
長

道
路
及
び
宅
地
の
地
震
災
害

に
つ
い
て

平
野
線
は
10
月
末
を
目
途
に

復
旧
を
行
う
予
定

ＱＡ建
設
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長
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国
道
４
４
５
号
線
の
川
辺

永
江
地
内
、
雨
宮
神
社
停
留
所
附
近
に
お

き
ま
し
て
、
甚
大
な
交
通
事
故
で
人
身
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
箇
所
は

カ
ー
ブ
の
た
め
見
通
し
が
悪
く
、
私
の
記

憶
で
は
今
回
で
６
件
の
事
故
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
永
江
地
内
で
の
雨
宮
神
社
バ

ス
停
を
中
心
に
約
３
５
０
ｍ
区
間
の
通
学

路
歩
道
の
改
修
等
の
計
画
は
な
い
か
。

改
良
改
修
の
計
画
は
今
の
と

こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
路
面
標
示
等
で

注
意
喚
起
の
方
を
実
施
。

車
道
も
狭
い
上
に
、
通
学

路
も
狭
い
の
で
、
特
に
通
学
路
の
拡
幅
等

に
つ
い
て
の
要
望
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

注
意
喚
起
の
道
路
標
示
の
方

を
す
る
予
定
で
あ
り
拡
幅
の
予
定
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

車
道
側
に
も
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
方
向
で
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
件
に
つ
い
て
は
、
区
長

会
か
ら
も
要
望
が
出
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

県
の
方

は
特
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

と
い
う
考
え
、
設
置
の

考
え
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
け
れ
ど
も
、
危

険
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
県
の
方
と
併
せ
て

要
望
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
も

自
転
車
で
通
行
可
に
出

来
る
よ
う
に
要
望
す
る

考
え
は
な
い
か
。

要
望
の
方

を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

事
故
後
、
自
転
車
通
学
者
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
指
導
を
さ
れ
た
の
か
。

小
中
学
校
の
校
長
に
、
夏
休
み

に
入
っ
て
す
ぐ
で
し
た
の
で
、
緊
急
職
員

会
議
を
開
く
よ
う
に
、
交
通
事
故
防
止
対

策
に
つ
い
て
文
書
を
作
っ
て
各
家
庭
を
担

任
は
持
ち
回
り
し
て
子
供
直
々
に
事
故
が

国
道
４
４
５
号
線
の
川
辺
永
江
地
内
雨
宮

神
社
バ
ス
停
中
心
に
約
３
５
０
ｍ
区
間
の

通
学
路
歩
道
の
改
修
計
画
は
な
い
か

改
良
改
修
の
計
画
は
今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い

ま
せ
ん

ＱＡ総
務
課
長

池
田
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

池田　勝吉議員

な
い
よ
う
に
注
意
喚
起
を
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

第
27
回
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
に
つ
い
て
で
す
が
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
つ
い
て
、

開
会
式
が
少
し
寂
し
い
感
じ
が
い
た
し
ま

し
た
。
客
席
に
は
壇
上
の
方
と
同
じ
く
ら

い
の
７
、８
名
の
方
し
か
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

思
い
の
ほ
か
集
客
で

き
て
い
な
か
っ
た
現
実
で
す
。
集
客
に
向

け
今
後
模
索
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
。

雨宮地区（国道445号）

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

教
育
長

産
業
振
興
課
長

池
田
議
員

第
27
回
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
に
つ
い
て

Ｑ
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ド
化
、
相
良
村
に
住
み
た
い
と
相
良
村
に

行
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
、
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
作
っ
た
村
が
や
は
り
定
住
促
進

策
と
し
て
、
そ
の
中
で
空
き
家
を
ど
う

使
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
遊
具
に
つ

い
て
子
供
達
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
を

し
っ
か
り
検
討
し
て
取
り
入
れ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、

遊
具
を
作
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

よ
う
に
考
え
、
近
隣
町
村
、
八
代
な
ど
で

ど
の
よ
う
な
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

見
せ
て
も
ら
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
相
良
村
に
と
っ
て
は
ど
れ
く
ら

い
の
規
模
が
一
番
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ

と
で
検
討
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
周
辺
の

整
備
等
、
照
明
灯
ひ
っ
く
る
め
ま
し
て
本

年
度
の
予
算
に
計
上
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
受
託
業
者
が
設

計
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

運
動
公
園
整
備
改
修
工
事
の

内
容
は
。

堤
側
の
コ
ー
ト
、
野
球
コ
ー

ト
の
方
に
照
明
を
新
し
く
設
置
す
る
予

定
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
を
４
年

生
、
ま
た
６
年
生
ま
で
の
利
用
学
年
の
引

き
上
げ
等
は
。

安
心
安
全
と
子
供
の
教
育
、
本

来
の
教
育
を
考
え
た
場
合
に
、
バ
ス
に
乗

せ
る
の
が
ほ
ん
と
に
教
育
に
な
る
か
考
え

た
場
合
に
は
、
安
心
安
全
の
確
保
と
い
う

の
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
あ
り
き
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
他
に
と
り
う
る
手
段
が
あ
る

な
ら
、
そ
ち
ら
の
方
も
十
分
検
討
し
て
い

く
。

旧
谷
宗
周
辺
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て
現
在
、
土
地
所
有
者
の
方
及
び

管
理
人
様
と
、
当
該
私
道
の
敷
地
を
全
筆

購
入
、
道
路
用
地
の
確
保
と
拡
幅
工
事
の

計
画
に
つ
い
て
協
議
の
方
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。相

良
村
の
中
心
部
に
太
陽
光

が
で
き
る
の
は
、
相
良
村
全
体
の
景
観
が

損
な
わ
れ
、
計
画
の
見
通
し
等
の
要
望
等

も
提
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

相
良
村
の
中
心
部
と
い
う
こ
と

は
十
分
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
景
観
を

害
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
、
問
題
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ろ

ん
な
協
議
、
検
討
を
し
て
き

た
。
当
該
私
道
と
そ
の
工
場

跡
地
は
30
数
年
間
解
決
で
き

な
か
っ
た
問
題
、
部
分
に
つ

い
て
は
解
決
で
き
る
状
況
。

移
住
定
住
の
取

り
組
み
は
。相

良
村
の
現
在
の

人
口
は
約
４
，８
０
０
・
世
帯

数
は
１
，６
０
０
程
度
、
村
が

中
心
と
な
っ
て
宅
地
造
成
な

り
を
し
て
１
５
０
数
件
の
空

き
家
が
あ
り
ま
す
。
定
住
促

進
等
も
考
え
ま
す
な
ら
ば
、

空
き
家
の
利
活
用
す
る
形
で

も
う
一
つ
相
良
村
の
ブ
ラ
ン

市岡　智惠議員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

運
動
公
園
に
つ
い
て

本
年
度
の
予
算
に
約
５
千
万

計
上

ＱＡ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て

十
分
に
検
討
し
て
い
く

ＱＡ村 

長

村 

長
村 

長

建
設
課
長

教
育
課
長

深
水
地
区
の
私
道

道
路
確
保
と
拡
幅
工
事
の
計

画
、
協
議
を
進
め
て
い
る

ＱＡ

旧谷宗周辺道路

教
育
長
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川
辺
高
原
の
上
園
地
区
か
ら

上
川
上
地
区
ま
で
の
ふ
る
さ
と
農
道
が
出

来
て
約
10
年
の
月
日
が
た
ち
ま
す
。
雑
草

が
覆
い
か
ぶ
さ
り
道
幅
が
狭
く
な
り
通
行

に
支
障
が
出
て
い
る
が
、
村
道
農
道
の
様

な
維
持
管
理
が
で
き
な
い
か
建
設
課
長
に

お
尋
ね
し
た
い
。

農
道
に
関
し
ま
し
て
は
路
線

数
の
多
さ
か
ら
村
の
管
理
が
全
て
を
管
理

す
る
の
が
困
難
で
あ
り
ま
す
の
で
、
従
来

は
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
受
益
者
の
負
担

と
い
う
見
地
で
農
道
隣
接
所
有
の
方
に
除

草
を
お
願
い
し
て
い
る
部
分
も
多
く
ご
ざ

い
ま
す
。

中村　重道議員

中
村
議
員

ふ
る
さ
と
農
道
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

農
道
の
す
べ
て
を
村
が
管
理

す
る
の
は
困
難
だ
が
可
能
な

限
り
調
査
、
検
討
し
た
い

ＱＡ建
設
課
長

高原ふるさと農道（川辺）

　

し
か
し
な
が
ら
広
域
的
か
つ
公
共
的
な

利
用
度
が
高
い
路
線
、
例
え
ば
広
域
農
道

等
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
一
部
本
村
に
よ
る

除
草
を
実
施
し
て
い
る
箇
所
も
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
提
案
の
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も

可
能
な
限
り
多
角
的
な
見
地
で
調
査
し
ま

し
て
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

柳
瀬
の
相
良
レ
ミ
コ
ン
の
先

か
ら
入
っ
た
ふ
る
さ
と
農
道
は
村
で
維
持

管
理
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
私
は
理
解

し
て
お
り
ま
す
。

　

上
園
地
区
の
太
陽
光
の
現
場
を
大
雨
が

降
っ
た
の
ち
何
回
か
見
に
行
き
ま
し
た

が
、
畜
産
農
家
の
方
が
見
か
ね
て
ト
ラ
ク

タ
ー
用
の
草
刈
で
刈
っ
て
も
ら
っ
た
と
私

は
聞
い
て
お
り
ま
す
。
上
園
地
区
の
と
こ

ろ
は
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
防
護
柵
が
設
置

し
て
あ
り
ま
す
が
、
管
理
し
て
な
い
の
で

雑
草
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
道
幅
が
狭
く
な
っ

て
お
り
、
地
区
住
民
の
方
々
へ
周
知
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

畑
の
土
が
雨
で
流
さ
れ
堆
積
し
て
道
幅

が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
人
力
で
は
無
理
で

す
の
で
重
機
や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
で

除
去
で
き
な
い
か
建
設
課
長
に
お
尋
ね
し

た
い
。

農
道
の
維
持
管
理
に
入
る
と

思
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
は
対
処
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

堆
積
の
上
に
、
下
か
ら
雑
草

が
生
え
て
き
て
１
ｍ
位
道
幅
が
狭
く
な
っ

て
お
り
、
産
業
振
興
課
長
と
現
場
を
見
て

い
た
だ
き
検
討
し
て
頂
け
れ
ば
農
家
の
方

も
大
変
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

中
村
議
員

中
村
議
員

建
設
課
長
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小善　満子議員

天
井
の
一
部
構
造
物
が
落
下

し
ま
し
た
。
３
月
に
は
村
長
選
挙
が
あ
り
、

新
年
度
当
初
予
算
に
組
む
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
政
策
的
な
部
分
で
あ
り
村

長
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
て
、
新
村
長
が
判

断
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
で
し
た
。

と
言
う
こ
と
で
、
７
月
８
月
に
工
事
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
６

月
の
定
例
会
で
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

天
井
の
構
造
物
が
落
下
し
た
時
期
は
い
つ

で
し
た
か
。

小
規
模
な
落
下
に
つ
い

て
は
、
11
月
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
早

急
に
コ
ン
サ
ル
の
方
に
委
託
し
ま
し
て
、

内
容
の
工
事
の
設
計
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

昨
年
の
11
月
に
落
ち
た
と

い
言
う
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
十
分
、
期
間

が
あ
っ
た
訳
で
す
。
７
月
ま
で
ど
う
し
て

も
設
計
か
ら
施
工
と
い
う
日
程
が
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
答
弁
で
し
た
が
、
早
め
に

補
正
予
算
で
も
組
み
、
３
月
ま
で
に
完
了

す
る
の
が
本
当
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
村
長
、
そ
の
点
に
つ
い
て
。

は
い
、
え
え
、
ま
、
７
番
議
員

の
認
識
は
そ
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
私

の
認
識
は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
こ
こ
で
お
答
え
し
て
お
き
ま
す
。

今
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
村

長
は
、
相
良
村
の
運
営
に
つ
い
て
、
自
分

の
判
断
で
す
る
こ
と
は
私
物
化
し
て
い

る
。
11
月
に
修
復
す
る
事
態
が
生
じ
た
と

し
た
ら
。
早
め
に
手
を
打
っ
て
、
７
月
８

月
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
村
長
の
立
場
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

ま
た
、
修
復
工
事
に
つ
い
て
、
茶
湯
里

の
役
員
会
で
７
月
、
８
月
に
決
め
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
様
な
事
に
つ
い

て
の
取
り
決
め
は
ど
こ
に
定
め
て
あ
る
の

で
す
か
。

株
式
会
社
の
役
員
会
は
、
そ
の

性
質
上
、
組
織
論
か
ら
非
公
開
が
原
則
で

あ
り
ま
す
。
法
律
の
規
定
と
か
定
款
と
か

と
り
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
の
村
長
さ
ん
の
運
営
は
情

報
公
開
で
、
み
ん
な
が
納
得
す
る
運

営
を
行
っ
て
頂
き
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
村
長
は
村
を
私
物
化
し
て
い

る
と
言
う
こ
と
に
つ
き
ま
せ
ん
。

　

プ
ー
ル
の
７
月
８
月
の
閉
鎖
に
つ

い
て
、
保
護
者
か
ら
、
夏
休
み
に
子

供
を
預
か
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
祖

父
母
さ
ん
か
ら
不
満
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

村
長
が
早
め
に
修
復
工
事
を
行
っ

て
い
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
満
の
声

も
無
く
住
み
良
い
村
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

次
に
、
地
方
創
生
加

速
か
交
付
金
４
，３
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
役
に
立
つ
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促
進
事

業
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
働
く
場

を
確
保
等
、
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
促
進

し
て
欲
し
い
と
思
う
が
。
先
日
の
説
明
の

内
容
は
、
交
付
金
４
，３
０
０
万
円
は
セ

ン
ト
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と
姉
妹
都
市
を

す
る
為
に
熊
日
新
聞
社
に
委
託
す
る
と
い

う
事
で
あ
っ
た
が
、
相
良
村
独
自
の
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

丸
投
げ
な
ら
と
も
か
く
、
３
社

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
プ
ロ

ボ
ー
ザ
ル
方
式
で
相
良
村
の
考
え
を
現
実

化
出
来
る
と
こ
ろ
と
し
て
熊
日
さ
ん
に
委

託
し
た
わ
け
で
す
。

問
１　
プ
ー
ル
棟
の
改
修
時
期
に
つ
い
て
、
３

月
に
村
長
選
挙
が
あ
り
、
政
策
的
な
事
も

あ
り
３
月
迄
に
は
設
計
等
が
ま
に
合
わ
な

か
っ
た
と
の
答
弁
に
つ
い
て
。

問
２　
改
修
時
期
に
つ
い
て
は
、
茶
湯
里
の
役
員
会
で

決
め
た
。
非
公
開
の
組
織
体
で
あ
っ
て
、
詳
細
を

伝
え
る
必
要
は
無
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
非

公
開
の
決
ま
り
は
定
款
又
は
取
り
決
め
で
定
め
て

い
る
と
し
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
。

問
３　
温
泉
の
入
浴
代
が
４
５
０
円
に
な
っ
て

利
用
客
が
減
少
、
料
金
の
見
直
し
の
考
え

は
の
問
い
に
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
無
い

と
即
答
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
で
い
い
の
か
。

問
４　
地
方
創
生
交
付
金
が
４
，３
０
０
万
円
交

付
さ
れ
る
旨
説
明
を
受
け
た
が
、
住
民
の

た
め
に
な
る
使
い
道
を
考
え
て
ほ
し
い
。

問
５　
海
外
と
の
繋
が
り
を
構
築
す
る
の
も
良
い
考
え

と
思
う
が
、
国
の
選
定
を
慎
重
に
し
て
欲
し
い
。

問
６　
打
ち
上
げ
花
火
の
様
に
後
に
続
か
な
い
国
の
選

定
に
つ
い
て
は
村
民
が
許
す
は
ず
が
無
い
。

問
７　
第
５
次
相
良
村
総
合
計
画
に
あ
る
、
相

良
村
に
定
住
す
る
た
め
の
宅
地
化
の
誘
導

の
進
め
方
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

問
８　
村
有
地
等
の
宅
地
へ
の
有
効
活
用
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

問
９　
空
き
家
住
宅
の
活
用
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。

村 

長

村 

長

村 

長

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

9月28日　ヴァレンタイン村のルソ村長が来村

産
業
振
興
課
長



　2016.11.10　第29号11

一 般 質 問

あ
る
の
を
補
修
し
て
欲
し
い
。

路
面
の
土
質
の
調
査
中
、
水

路
は
移
設
が
簡
単
に
は
出
来
な
い
規
模
で
検

討
中
。
交
差
点
の
陥
没
は
通
行
に
も
危
険

な
事
か
ら
発
見
し
だ
い
補
修
し
て
い
ま
す
。

く
ま
リ
ネ
ン
裏
か
ら
の
農
道

横
に
農
業
用
排
水
路
が
危
な
い
、
高
校
生

が
自
転
車
で
通
っ
て
い

る
。

10
月
の
協

議
の
中
で
精
査
し
て
、

危
険
と
判
断
さ
れ
る
と

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
設
置
の
検
討

し
た
い
。

役
場
前
か

ら
商
工
会
前
完
成
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら

小
学
校
前
も
含
め
今
後

の
計
画
は
。

今
年
は
堤

側
か
ら
中
学
校
前
を
継

続
で
進
め
、
用
地
取
得

後
に
進
め
て
、
最
終
的

に
広
域
農
道
の
交
差
点

ま
で
施
工
予
定
。

茂吉　隆典議員

川
辺
地
区
の
林
地
開
発
に
つ
い
て
排
水
路

の
問
題
・
延
長
問
題
は
先
日
草
が
茂
っ
て

い
て
近
づ
け
ず
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

排
水
に
つ
い
て
は
、
広

域
農
道
沿
い
の
排
水
路
に
流
入
す
る
よ
う

村
の
農
道
な
の
で
施
工
業
者
と
建
設
課
で

協
議
中
、
草
木
は
種
子
吹
き
付
け
含
め
地

滑
り
防
止
で
緑
化
推
進
を
進
め
て
い
る
。

林
地
開
発
の
変
更
届
け
、
12
月
31
日
が
期

限
。

緑
化
も
必
要
だ
が
、
当
時
雨

ご
と
に
点
検
・
立
入
検
査
も
絶
え
ず
や
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
中
に
い
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
。
土
砂
溜
も
一
杯
で

貯
留
槽
か
ら
浸
透
地
へ
土
砂
が
入
る
ん
で

は
と
心
配
。

大
雨
・
台
風
後
必
ず
調

査
を
し
て
い
る
。
土
地
改
良
の
排
水
路
に

流
入
し
な
い
様
そ
の
都
度
修
繕
を
業
者
に

指
導
し
て
い
る
。

排
水
対
策
が
完
全
で
な
い
な

ら
協
定
書
は
ま
だ
で
す
ね
。

排
水
路
延
長
は
調
整
池

か
ら
１
５
０
ｍ
位
、
村
・
地
区
の
要
望
も

未
完
了
な
の
で
完
了
次
第
締
結
し
た
い
。

完
全
に
や
る
ま
で
処
理
し
て

頂
き
た
い
。今

年
の
雨
期
で
大
き
な
被
害
が

無
く
て
安
心
、
事
業
者
に
も
う
一
歩
排
水

対
策
を
取
っ
て
頂
く
事
で
今
年
中
に
締
結

し
た
い
。

直
下
の
用
水
路
に
流
入
し
な

い
か
心
配
で
す
が
、
い
ま
だ
解
決
し
て
い

な
い
。
道
路
問
題
に
つ
い
て
私
が
何
回
も

質
問
し
て
村
長
の
前
向
き
な
回
答
は
得
て

い
る
が
未
だ
に
何
も
さ
れ
て
い
な
い
。
三

石
木
上
線
の
道
路
側
構
と
並
木
野
区
長
要

望
の
公
民
館
か
ら
の
交
差
点
近
く
陥
没
が

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

川
辺
地
区
の
林
地
開
発
に
つ
い
て

完
了
次
第
終
結
し
た
い

ＱＡ

道
路
問
題
に
つ
い
て

用
地
取
得
後
に
施
行
予
定

ＱＡ 産
業
振
興
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

満杯状態の土砂だめ（上園）

村 
長
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ら
は
毎
年
１
，３
５
０
人
が
必
要
と
な
り
、

山
に
関
係
し
た
仕
事
を
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
本
当
に
有
難
い
作
業
方
法
と
考
え

ま
す
。
こ
の
循
環
型
林
業
に
つ
い
て
の
感

想
を
伺
い
ま
す
。

雇
用
の
確
保
と
い
う
面
で
は
い

い
話
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
何
十
年
か

に
渡
っ
て
ど
れ
だ
け
の
雇
用
が
確
保
で
き

る
か
の
心
配
は
率
直
言
っ
て
ご
ざ
い
ま

す
。

行
政
支
援
に
つ
い
て
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
は
多
い
も
の
で
事
業
費
の

68
％
で
す
。
村
内
の
専
業
、
兼
業
林
家
は

四
浦
地
区
が
主
で
、
山
口
・
椎
葉
・
夜
狩

尾
・
下
四
浦
と
限
ら
れ
た
方
た
ち
が
林
業

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
村
内
の
林
業
を

育
成
す
る
為
に
は
、
国
の
政
策
を
敏
感
に

察
知
し
て
、
村
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
な

げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
他
の
市

町
村
（
６
市
町
村
）
で
は
単
独
の
補
助
が

あ
っ
て
お
り
ま
す
。
補
助
を
考
え
ら
れ
な

い
か
伺
い
た
い
。

近
隣
の
市
町
村
の
林
業
化
、
或

い
は
森
林
組
合
の
近
代
化
と
か
色
ん
な
部

分
も
含
め
て
、
対
応
出
来
る
と
こ
ろ
は
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
が
生
き
残
る
こ
と
が
、
相

良
村
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

近
年
は
、
局
地
的
な
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発

す
る
異
常
な
気
象
環
境
に
あ
り
、
地
域
防

災
力
の
強
化
が
望
ま
れ
る
中
、
消
防
団
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地

域
住
民
の
為
、
命
が
け
の
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
消
防
団
の
非
常
召
集
に
つ
い
て
夜

中
や
、
豪
雨
災
害
時
に
一
人
で
詰
所
や
現

場
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
団
員
の

安
全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

消
防
団
の
安
全
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
ま
だ
策
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

退
職
褒
賞
金
は
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
全
階
級
一
律
５
万
円
の
加
算
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
共
済
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

機
能
別
消
防
団
員
の
活
動

は
、
ど
の
様
な
事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

機
能
別
消
防
団
に
つ
き
ま
し

て
は
、
訓
練
も
し
な
い
と
通
知
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
訓
練
を
や
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

現
在
、
林
業
・
木
材
産
業
は

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
山
林
が
財
産
と
し
て
評
価
さ
れ
ず
、

後
継
者
も
い
な
く
、
山
林
崩
壊
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
国
・
県
の
政
策

と
リ
ン
ク
し
た
森
林
・
林
業
の
復
興
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
林
業
に
つ
い
て
、
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

林
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
相
良

村
に
お
き
ま
し
て
重
要
な
産
業
分
野
で
、

国
の
政
策
的
に
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
と

い
う
よ
う
な
状
況
で
、
林
業
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
の
中
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

一
人
で
出
動
さ
れ
る
団
員
の

安
全
対
策
は
？

安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策

定
し
て
い
な
い

ＱＡ黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒木　正照議員

ま
す
。

村
有
林
の
現
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

村
有
林
は
直
営
林
が
約

５
４
６
ha
、
分
収
林
が
約
２
１
３
ha
、
合

計
約
７
５
９
ha
で
、
そ
の
内
人
工
林
が

３
４
６
ha
で
ご
ざ
い
ま
す
。
林
齢
的
に
は
、

杉
40
年
生
以
上
、
檜
45
年
生
以
上
の
適
正

伐
期
齢
の
村
有
林
が
約
２
１
４
ha
で
全
体

の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

私
は
村
有
林
で
雇
用
の
創
出

が
出
来
な
い
も
の
か
と
常
々
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
木
材
産
業
の
振
興
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
ど
れ
も
循
環
型
林
業
と
あ
り
、
村

有
林
で
恒
久
的
な
雇
用
創
出
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
の
考
え
で
、
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
の
調
べ
で
は
人
工
林

は
す
で
に
伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
言
い
ま
す
と
、
適
齢
伐
期

の
森
林
を
10

 

ha
伐
採
し
ま
す
。
そ
う
し
ま

す
と
伐
採
搬
出
・
運
搬
の
雇
用
。
伐
採
後

の
再
植
林
を
行
い
、
地
拵
え
・
植
付
け
・

育
苗
に
か
か
る
人
の
雇
用
、
ま
た
下
刈
り

の
作
業
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し

に
よ
り
雇
用
が
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
毎

年
10

 

ha
の
作
業
と
し
た
時
に
伐
採
、
搬
出
、

運
搬
で
７
０
０
人
。
地
拵
え
、
植
付
け
は

１
１
０
人
。
下
刈
り
は
90
人
で
、
毎
年
90

人
ず
つ
増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
７
年
後
か

産
業
振
興
課
長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

循
環
型
林
業
に
取
り
組
ん
で
、

雇
用
創
出
の
考
え
は

今
後
何
十
年
か
に
渡
っ
て
ど
れ
だ

け
の
雇
用
が
確
保
で
き
る
か
の
心

配
は
、
率
直
言
っ
て
ご
ざ
い
ま
す

ＱＡ

村 

長
村 

長

黒
木
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村 

長
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●ミツマタ加工場
　産業福祉常任委員会４名と先例地研修を行った。
　まず、徳島県那賀町の木沢林業研究会を訪ね、ミツマタの栽培状況と加工場
を視察した。
　亀井廣吉会長にご対応いただいた。
　ミツマタは植えてから３年で収穫できるようになり、収穫したミツマタは、
加工場で釜茹でし黒皮を取り除いて加工されている。ミツマタは軽いので高齢
者の方でも収穫作業ができる。
　また、シカ、イノシシ、サルなどが食べないため鳥獣被害がない。加工した
ミツマタは30キロ当たり９万円程度で国の造幣局が全量買い取りする。

●馬路村農業協同組合ゆず加工施設
　高知県馬路村の馬路農業協同組合を訪ね、長野営農販売課長から説明いただ
いた。年間30億年の売り上げがあり、馬路村の村予算15億を大きく上回ってい
る。村の人口の約１割が雇用され、従業員は常時雇用。ゆずの収穫は11月頃か
らだが、収穫したゆずは冷凍保存してあるため、加工場は年中稼働している。
　工場以外にも営業に出るなどして常に仕事があるように工夫されている。ゆ
ずは捨てるところがなく、ジュースやジャム、種は化粧品になっていた。研究
員を独自に雇用しており、いつでも研究できるような体制をとられている。

　ミツマタは高齢化が進み、耕作放棄地も多い相良村にとって、適した作物で
あると感じた。
　ゆずも販路が開拓できれば取り組んでよいのではないだろうか。

産業福祉常任委員会　　　　
委 員 長　茂吉　隆典　
副委員長　黒木　正照　
委　　員　小善　満子　
委　　員　中村　重道　

平成28年９月６日～８日
産業福祉常任委員会研修報告

研修先　徳島県那賀郡那賀町　ミツマタ加工場
　　　　高知県安芸郡馬路村　馬路村農業協同組合
　　　　ゆず加工施設

産業福祉常任委員会研修
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委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

重
道

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

　

今
回
10
月
22
日
相
良
村
合
併
60
周

年
記
念
式
典
が
厳
粛
に
行
わ
れ
、
先

人
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

た
文
化
や
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
と

き
、
そ
の
偉
大
さ
に
敬
意
を
表
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
功
労
者
と
し
て
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
各
分
野
の
受
賞

者
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
お
喜
び
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
執
行
部
と
議
会
が
協

力
し
合
い
、
村
発
展
に
向
け
て
努
力

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
）

９月定例会での連合審査会かかしの字の拡大

旬 の 行 事旬 の 行 事

議会を代表して感謝状受章

郡議長会主催グラウンドゴルフ大会で挨拶をする友田議長会長

相良村誕生60年記念式典

下球磨町村議会議員　スポーツ親善大会


